
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  農地の納税猶予制度の見直し                

Ｑ：平成28年度の税制改正では、農地の納

税猶予制度が見直されたそうですが、どのよ

うになったのですか？                                   

                                              

Ａ：準農地に区分地上権を設定した場合の

取扱いが新設されました。 

【解説】 

農地の納税猶予制度とは、農業を営んでい

た被相続人又は特定貸付けを行っていた被相

続人から一定の相続人が一定の農地等を相続

や遺贈によって取得し、農業を営む場合又は

特定貸付けを行う場合には、一定の要件の下

にその取得した農地等の価額のうち農業投資

価格による価額を超える部分に対応する相続

税額は、その取得した農地等について相続人

が農業の継続又は特定貸付けを行っている場

合に限り、その納税が猶予されるという制度

です。 

平成28年度では、納税猶予の確定事由とな

っている特例適用農地等の権利の設定から区

分地上権の設定があった場合において、その

特例適用農地等を耕作又は養畜の用に供して

いるときにおけるその設定が除かれるとする

規定が新設されました。 

したがって、今後は、特例適用農地等に区

分地上権が設定された場合でも、農業相続人

がその特例適用農地等の耕作を継続している

ときは、納税猶予の期限は確定しないことと

なります。 

この取扱いは、平成28年４月１日以後の区

分地上権の設定について適用されます。 
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